
近年、気候変動など地球規模の環境課題が大きな注目を集めています。

三菱ガス化学グループは、事業活動が環境に負荷を与えることのみならず、地球規模の環境課

題が事業活動に大きな影響を与え得ることを認識し、さまざまな取り組みを行っています。

環境

環境データ 早見表 環境マネジメント

気候変動への対応

（TCFD提言に基づく開示）
温室効果ガス（GHG）排出削減

水資源の保全 産業廃棄物削減・資源循環

化学物質排出の削減 汚染防止

生物多様性保全
プラスチックに係る資源循環

に関する考え方

1
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環境報告の集計対象範囲を次のように分類しています。

呼称

対象範囲

（エネルギー使用量、GHG排

出量）

対象範囲

（左記以外）

三菱ガス化学単体 三菱ガス化学（株） 三菱ガス化学（株）

連結子会社
連結子会社のうち、製造を主

とする主要企業
-

国内グループ -

国内関係会社のうち、MGCグ

ループ環境安全推進協議会

メンバー企業

海外グループ -
海外関係会社のうち、製造を

主とする主要企業

三菱ガス化学グル

ープ

三菱ガス化学単体および連結

子会社

三菱ガス化学単体および国内

グループ、海外グループ

＜国内グループの2023年度実績対象企業（MGCグループ環境安全推進協議会 メンバー）＞

永和化成工業（株）

MGCアドバンス（株）

MGCウッドケム（株）

MGCエージレス（株）

MGCエレクトロテクノ（株）

MGCターミナル（株）

MGCファーミックス（株）

MGCフィルシート（株）

（株）JSP

新酸素化学（株）

（株）東邦アーステック

東洋化学（株）

（株）日本ファインケム

日本ユピカ（株）

フドー（株）

米沢ダイヤエレクトロニクス（株）

報告対象範囲

※1

※1

2
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＜海外グループの2023年実績対象企業＞

AGELESS (Thailand) Co., Ltd.

Brunei Methanol Co. Sdn. Bhd.

Korea Engineering Plastics Co., Ltd.

MGC Advanced Polymers, Inc.

MGC Electrotechno (Thailand)Co., Ltd

MGC Pure Chemicals America, Inc.

MGC Pure Chemicals Singapore Pte. Ltd.

MGC Pure Chemicals Taiwan, Inc.

Mitsubishi Gas Chemical Engineering-Plastics (Shanghai) Co., Ltd.

PT Peroksida Indonesia Pratama

SamYoung Pure Chemicals Co., Ltd.

TAIXING MGC LINGSU Co., Ltd.

Thai Polyacetal Co., Ltd.

Thai Polycarbonate Co., Ltd.

※1 MGCグループ環境安全推進協議会：

国内グループ会社で化学品や樹脂を原材料として製造・加工を行う会社、化学品運輸・保管を

業とする会社、ならびに三菱ガス化学は、「MGCグループ環境安全推進協議会」としてレスポ

ンシブル・ケアに準じた環境・安全活動を推進しています。

協議会では、年2回の「MGCグループ環境安全推進会議」を開催し、各社の環境・安全活動の

年間計画や活動結果のPDCAや、事故・災害の状況などについての報告・意見交換を通じて、

環境・安全活動のレベルアップを図っています。

環境報告の集計期間は次の通りです。

呼称

対象期間

（エネルギー使用量、GHG排

出量）

集計期間

（左記以外）

三菱ガス化学単体 4月～翌年3月（年度と表記） 4月～翌年3月（年度と表記）

連結子会社
国内は4月～翌年3月、海外は

1月～12月
-

国内グループ - 4月～翌年3月（年度と表記）

海外グループ - 1月～12月

※2 積み上げ棒グラフでは、暦年で集計した数値をそのまま年度のグラフに積み上げています。

報告集計期間

※2

※2
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三菱ガス化学は、省エネとGHG排出削減に取り組んでいます。化石燃料の使用量削減により、

省資源とエネルギー使用に伴うGHG排出削減の両面で環境負荷削減に貢献します。2023年度

は、冷凍機等の大型設備の更新、廃熱回収の効率改善等を実施しました。これらの取り組みに

よるGHG排出削減効果はCO 換算で9,800トンに相当します。また、生産に用いるエネルギー

源として、再生可能エネルギーの導入量を拡大しました。再生可能エネルギー導入によるGHG

排出削減効果はCO 換算で26,000トンに相当します。今後は、コジェネレーションシステムの

見直し、副生燃料の回収利用の強化等の取り組みを計画しています。

省エネおよびGHG排出削減の取り組み(三菱ガス化学単体)

2

2

三菱ガス化学(単体)のエネルギー使用量およびエネルギー原単位

三菱ガス化学(単体)のGHG排出量およびGHG原単位指数
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三菱ガス化学が公表するGHG排出量について、信頼性と透明性の向上のために第三者機関によ

る検証を受審しています。

三菱ガス化学(株)のGHG排出量(Scope1,2,3)に対し第三者検証を受け、検証声明(Verification

Statement)を取得しました。

三菱ガス化学株式会社　Scope1,2,3

2023年度排出実績　2023年4月1日～2024年3月31日

GHGプロトコル コーポレート算定および報告基準(改訂版)

ISO14064-3:2019

検証声明書　Scopee1,2,3排出量(2023年度実績)

GHG排出量の第三者検証

[算定および検証の範囲]

[対象期間]

[算定および検証の基準]

[検証声明]

20
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運輸部門では、輸送方法を環境負荷が小さいものに変更するモーダルシフトを中心に取り組む

ことで、 エネルギー使用量とGHG排出量を削減しています。

GHG排出量の削減に貢献する製品をはじめとして、社会の環境負荷低減に役立っている三菱ガ

ス化学グループの製品を「MGCグループ環境貢献製品」のページで紹介しています。

こちらのページもご覧ください。

三菱ガス化学グループは、2050年カーボンニュートラル達成を目指し、独自の技術を駆使し

てCO2排出量実質ゼロへの挑戦を進めています。

こちらのページでその取り組みを紹介していますので、ご覧ください。

GHGを含む種々の環境データをサステナビリティデータブックに掲載しています。

本ページとあわせてご覧ください。

運輸部門における取り組み(三菱ガス化学単体)

三菱ガス化学運輸部門のGHG排出量

MGCグループ環境貢献製品

2050年カーボンニュートラルの世界

サステナビリティデータブック
21
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三菱ガス化学は、自然からの恵みである水が事業活動に不可欠であること、および水の健全性

を損なわずに持続的に利用できるようにすることが重要であると認識し、さまざまな取り組み

を行っています。

三菱ガス化学は、化学品を製造するための原料の一つとして、また化学品製造時に用いる加熱

用スチームや冷却水として、さらには製品の精製水や製品容器の洗浄水などの用途で、多くの

水を使用しています。このように、三菱ガス化学は事業を継続する上で、質の良い水が十分に

供給されることは必要不可欠であると認識しています。

化学品製造に不可欠な水資源を持続的に利用していくために、三菱ガス化学は、さまざまなリ

スク管理を行っています。具体的には、取水量、排水量、水使用量、リサイクル量を計測する

ことで、水の使用実態を把握し、効率的な利用を進めています。取水する際には、法令や自治

体との協定などに基づき許可された取水量を遵守しています。また、河川や海域などの公共水

域に放流する排水に対しては、含まれている水質汚濁物質を特定して排水処理装置で処理し、

要求される排水基準を満たしたうえで放流しています。これら水に関する環境負荷データは、

「汚染防止」ページ及び「サステナビリティデータブック」で公表しています。

さらに、三菱ガス化学の従業員および協力会社の従業員が、適正に機能し安全に管理された衛生施

設（wash service）を利用できるよう、全事業所で衛生的な水の使用環境を整備しています。

事業継続の観点からは、各生産拠点における水に関するリスクとして渇水と生産設備の浸水に

よる生産停止を特定しています。各生産拠点は、これらリスクに対するBCPを策定し、対策を

実施しています。なお、各工場が立地する地域の河川流域においては、水ストレスによる生産

活動への影響および水資源の使用に関連する利害関係の対立は顕在化していません。

水資源の保全

水資源に関わるリスク管理

22
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水に関連する機会としては、三菱ガス化学及びそのグループ企業が展開している、空調設備や

冷却装置の冷却水の課題を解決するビジネスが挙げられます。感染症の原因となるレジオネラ

属菌を殺菌する効果を持ち、冷却水の水質を健全に保つ水処理剤や、関係会社ダイヤアクアソ

リューションズによる総合的な水処理システムサービスなど、水課題に対するソリューション

を提供しています。

取水量／連結売上高原単位

排水量／連結売上高原単位

※海外グループのデータは、暦年集計値をそのまま年度値に積み上げている。

取水量・排水量（三菱ガス化学グループ）
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三菱ガス化学グループ各社では、廃棄物の3R（Reduce：発生抑制、Reuse：再使用、

Recycle：再生利用）の促進による廃棄物量の削減、および法律を遵守した適正処理に取り組

んでいます。

国内外の生産拠点における燃料・資源（製品原料を含む）の効率的な活用と、革新的なプロセ

ス技術の創出を推進し、産業廃棄物最終処分量の削減に寄与します。

産業廃棄物削減・資源循環

法に基づく環境情報開示（廃棄物処理施設・プラスチック資源循環法）

資源利用に関する基本的な考え方
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産業廃棄物の発生量／連結売上高原単位

リサイクル量／連結売上高原単位

最終処分量／連結売上高原単位

産業廃棄物の削減（三菱ガス化学グループ）

25
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三菱ガス化学単体では、最終処分量を発生量で割ったパーセンテージを廃棄物のゼロエミッシ

ョン率と定義し、その低減に取り組んでいます。

ゼロエミッション率は、「Grow UP 2023」におけるKPIの一つに位置付けられており、2023

年度目標を「0.3%以下」と設定しています。

2023年度のゼロエミッション率は 0.13％で、「Grow UP 2023」目標を達成しました。

最終処分量とゼロエミッション率（三菱ガス化学単体）

廃棄物のゼロエミッション率（三菱ガス化学単体）
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三菱ガス化学単体および国内グループでは、化学物質排出把握管理促進法（化管法）のPRTR

制度に基づいて、対象となる物質の排出量および移動量の把握・届け出を行い、その排出量・

移動量の削減に取り組んでいます。

三菱ガス化学単体および国内グループ企業がPRTR届出制度に基づいて届け出た対象物質の排

出量・移動量の数値を集計しました。

化学物質の排出量（PRTR対象物質）

化学物質排出の削減

＜PRTR関連＞

PRTR制度による化学物質排出（三菱ガス化学単体および国内グループ）
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化学物質の移動量（PRTR対象物質）

※ 過去のデータを見直し、数値を訂正しています。

PRTR制度で届け出た物質のうち、三菱ガス化学単体および国内グループを通算して10トン以

上の排出量を計上した物質は、以下の通りです。

（最新年度で多い物質順）

国の管

理番号
物質名

排出量実績（トン）

2018

年度

2019

年度

2020

年度

2021

年度

2022

年度

2023

年度

691
トリメチル

ベンゼン
113 162 162 121 216 97

186
ジクロロメ

タン
87 74 78 69 56 27

213
N,N－ジメチル

アセトアミド
- - - - - 27

65
エピクロロ

ヒドリン
- - - - - 15

300 トルエン 12 14 14 15 13 13

80 キシレン 17 20 11 29 32 15

PRTR制度で届け出た排出量の多い物質（三菱ガス化学単体および国内

グループ ）*1

*2
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*1：2022年度実績までは、MGCG環境安全推進協議会データ(持分法適用会社を含む)

*2：2022年度実績までは、1,2,4-トリメチルベンゼン(旧管理番号296)

No.213　N,N－ジメチルアセトアミド：漏洩による一過性の排出量増加

No.65　エピクロロヒドリン：算定方法見直しによる増加

三菱ガス化学が加盟している（一社）日本化学工業協会（日化協）では、化管法第一種指定化

学物質の754物質ならびに日化協が独自に定めた26物質(群)を自主的なPRTR対象物質として、

加盟企業による排出量を集計し、化学工業界として排出削減に向けて取り組んでいます。

三菱ガス化学において2023年度に排出した日化協PRTR対象物質は63物質、排出量は289トン

でした。(対象物質が変更されているので単純比較はできませんが)2022年度の排出量383トン

より約25％の減少でした。2022年度に鹿島工場における冷凍機不良に起因する1,2,4-トリメ

チルベンゼンの大気排出量増加があったことが影響しています。

三菱ガス化学は、製造プラントトラブルの削減対策や未然防止対策等を通じて、計画外の装置

停止や立ち上げ等に伴う化学物質の排出を削減する努力を、今後とも継続してまいります。

日化協PRTR対象物質（三菱ガス化学単体）
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三菱ガス化学は、フロン排出抑制法に基づいた第一種特定製品の管理者として、機器の簡易点

検・定期点検を実施して記録を保存し、機器整備の際の回収証明書・充填証明書に基づく漏え

い量の算定、及び機器廃棄時の適正な処置を行っています。

三菱ガス化学における算定漏えい量は、以下の通りです。

フロン算定漏えい量（三菱ガス化学単体）

2018年

度

2019年

度

2020

年度

2021年

度

2022

年度

2023

年度

算定漏えい量

（t-CO ）
4,098 1,737 730 2,535 156 657

漏えい量報告

対象該否
対象 対象 対象

＜フロン排出抑制法関連＞

フロン算定漏えい量（三菱ガス化学単体）

2

2020年度以降、鹿島工場の冷凍機更新によりフロン漏えい量を削減しました。

2021年度は、鹿島工場での設備トラブルによりフロン漏えい量が増加しました。
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三菱ガス化学グループ各社は、公害の防止はもとより、生物がすみやすい環境を健全に維持してい

くためにも、排水や排ガス中の環境負荷物質の量を監視し、排出量の削減に努力しています。

SOx排出量

汚染防止

大気環境の保全（三菱ガス化学単体および国内グループ）
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NOx排出量

ばいじん排出量

※ 過去データを見直し、訂正しています

32
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COD排出量

※ BODのみ測定の場合はそのままCOD排出量に加算しています。

全窒素排出量

全リン排出量

水環境の保全（三菱ガス化学単体および国内グループ）
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三菱ガス化学は、日本経済団体連合会の生物

多様性宣言の趣旨に賛同し、2009年に「経

団連生物多様性宣言」推進パートナーズに署

名しました。

また、生物多様性保全をはじめとする自然環

境の保護活動を推進していくために、2014

年に経団連自然保護協議会に加盟しました。

三菱ガス化学は、レスポンシブル・ケアを基盤に化学品を確実に管理し、ヒトの健康や生態系

の健全性に影響を与えることがないよう万全の対策と注意を払って操業すること、および地球

温暖化ガス排出削減目標を達成させること、自然資本の持続可能な利用を通じて、生物がすみ

やすい豊かな自然環境の維持と生物多様性の増進に努めます。

さらには、環境貢献製品として評価され得る技術の開発および製品の普及を通じて持続可能な

発展に寄与していきます。

各事業所においては、工場周囲にある保安林の整備や、事業所内での花いっぱい運動、事業所

近隣の河川や港湾の清掃活動による海洋プラスチック問題対策など、身近なところから生物多

様性につながる活動を実践しています。

生物多様性保全

生物多様性保全（三菱ガス化学単体）
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当社グループにはプラスチック使用製品の製造、プラスチック使用製品の原料となる樹脂の製

造あるいはプラスチック部品加工など、プラスチックにかかわる事業を行っている企業があり

ます。こうした企業では製造・加工における歩留まり向上や樹脂副生物や端材をリサイクルす

ること等を通じて、プラスチック廃棄物の排出削減を常に心がけています。

「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」に基づく情報開示については下記を参

照願います。

プラスチックに係る資源循環に関する考え方

プラスチック資源循環法に基づく情報開示
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